
令和６年度島原雲仙農協・３市和牛共進会
　10月２日に開催された「令和６年度　島原雲仙農
協・3市和牛共進会」で、市内畜産家が出品した牛が
見事入賞しました。
　おめでとうございます。
〔市内受賞者〕
　第１部（若雌の１）
　1等2席　西有家町　池田直記さん　わかたろう号
　第3部（経産牛）
　1等　　　西有家町　永田　浩さん　さくら２号

第30回布津地区ファミリンピック
　10月12日、布津中３年生が運営を行い、老人会な
どと協力して地域全体で青少年健全育成に取り組む、
布津地区ファミリンピックが開催されました。
　子供会対抗ゲームやドローンのプログラミング体験、
ストロー笛などの昔遊びが行われ、子どもたちは笑顔
で参加しました。また第30回記念として、布津中ブラ
スバンド部と長崎県警音楽隊による演奏会が行われ、
参加者は楽しいひと時を過ごしました。
　スタッフとして活躍した生徒は「スタッフを経験し
て準備が大変だったが、その分やりがいを感じた。子
どもだけでなく大人たちの笑顔もたくさん見られてよ
かった」と笑顔で話しました。

左からさくら２号、永田さん

左から松本団長、門畑さん、瀬川さん、植松さん、溝田さん、松本市長

市倉さんの愛犬が長寿犬表彰
　９月20日～26日の動物愛護週間に合わせて、島原獣
医師会が長寿犬の表彰を行いました。
　市内の長寿犬として、市倉絵美さん（南有馬町）の
愛犬「ここ」が表彰されました。ここの年齢は17歳で、
人間に換算するとおよそ84歳になります。
　これからも仲良くお過ごしください。
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電動キックボード体験試乗会
　多様な交通手段の確保によるまちの回遊性向上など
に向け、布津町多目的集会施設（世紀の泉）と前浜海
水浴場（加津佐町）で、電動キックボードの体験試乗
会が行われ、約40人が参加しました。
　参加者らは「想像していたより簡単に乗ることがで
きた」や「自転車より楽に乗れて、風や自然を感じら
れて気持ちよかった」などと話しました。

Focus in 南島原
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市内各地で行われたイベントやまちの話題をお届けします。

令和遣欧少年使節団を派遣
　市内中学生18人が参加した「セミナリヨ再現事業」
から生徒４人が選考され、10月11日に令和遣欧少年使
節海外派遣壮行式が行われました。　
　派遣される生徒らは「初の海外で緊張や不安もある
が、過去の使節団のように日本とは違う文化や宗教、
歴史などを学んで帰ってきたい」と抱負を話しました。
　令和遣欧少年使節団は10月17日～26日までイタリ
ア国キエーティおよびローマを訪問しました。

　「まちの話題」では、紙面の都合上、広報みな

みしまばらに掲載できなかった話題や写真を南島

原市ホームページの「まちの話題WEB版」に掲

載しています。

9

口之津小学校で太陽光発電設備の完成式
　市内で電力小売業を手掛け、ITの活用やWebサイト
の制作などで地元企業を支援し、収益を地元に還元す
る地域商社「株式会社ミナサポ」は、９月24日口之津
小学校で太陽光発電設備の完成式を執り行いました。
　完成式の後、６年生を対象に「みんなで考えよう！
地球に優しいエネルギー」と題した講話では、太陽光
発電の設備概要について学び、ポータブル電源と太陽
光パネルを使った発電の実験を行いました。
　児童たちは「太陽光や風力などの自然の力を利用し
たエネルギーの大切さを学んだ。身近でできる節電な
どからやっていきたい」と話しました。
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島原半島ユニバーサルビーチ体験会
　島原半島観光連盟（相川会長）は、障がいがある人
なども海水浴を楽しんでもらい、アクティビティ開発
の一環として加津佐前浜海水浴場で、島原半島ユニ
バーサルビーチ体験会を開催しました。７組の体験者
は、南島原市B&G海洋センター指導者会や須磨ユニ
バーサルビーチプロジェクト（兵庫県神戸市）、口加
高校生ボランティアのもと、安心して海水浴を満喫し
ました。

14

県内自治体初！ケアマネジャー団体と災害
時における安否確認等に関する協定を締結

　10月7日、本市と長崎県介護支援専門員協会島原半
島支部（岡本支部長）は、県内で初めて「災害時にお
ける居宅介護サービス等利用者の安否確認等に関する
協定」を締結しました。
　本協定では、平常時に個別避難計画の作成支援を協
働して実施することや、災害発生時における安否確認
情報の共有を図る仕組みを構築すること、避難生活が
長期化した場合に災害関連死を防ぐ取り組みを行うな
ど、ケアマネジャーとの連携支援体制の構築を目的と
しています。
　岡本支部長は「今回の協定は多くの人の安心安全に
つながる大変重要な協定であるので、日々の活動から
綿密な連携関係を構築していきたい」と話されました。
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